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ひがし かず お
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論文内容の要旨

阻日爵運動は下顎運動の中で最も重要で機能的な生理運動であり，上位中枢の統御のもと顎口腔系の要素

である校合，顎関節 岨噴筋の協調の結果として営まれている。よって、岨時運動にはそれら要素の機能

状態の情報が含まれており，それを分析することにより各要素の機能状態を診査，診断する事が可能とな

ると考えられる。しかし，岨H爵運動と各要素の機能状態との関連性について詳細に検討した報告は少ない。

本研究は，顎口腔系の要素の中でも下顎の運動を直接に司どっている岨鴫筋をとりあげ，哩E爵運動にお

いて阻H爵筋活動の変化がどの様な形で現れているかを明らかにする目的で行なったものである。

顎口腔機能正常者 2 5 名(年齢 20--29 才，平均年齢 2 4. 7 才)を被験者として，哩H爵する食品の硬

さを変化させ，阻E爵運動および阻日爵筋活動に現れる変化を調べるとともに両者の変化の関連性について検

討した。

次lと，顎口腔機能異常と診断された患者の中より，筋膜容痛機能障害症候群患者 5 名(阻鴫筋異常者群)

(年齢 19--45 才，平均年齢 3 4.4 才人片側性顎関節内部障害患者で岨噴筋に症状の無い者 5 名(顎

関節異常者群) (年齢 23--30 才，平均年齢 26.4 才)を選択し，同様の分析を行ない正常者群の結果

との比較を行なった。

被験食品には顎口腔機能検査用食品として特別に成分を調製した硬さのみが広範囲に異なる 6種類のガ

ムを用いた。被験筋は左右側岐筋，側頭筋前部，側頭筋後部，顎二腹筋前腹として， シロナソグラフ・エ

レクトロマイオグラフ アナライジングシステムを用いて阻時運動と岨日爵筋筋電図の同時記録を行なった。

記録データの分析には，著者が開発した自動分析ソフトウェアを用い，岨H爵運動では岨H爵リズム，最大ス

ピード，最下方点，開閉口路の偏位量について，阻H爵筋筋電図では積分値，最大振幅値，筋放電の時間的
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要素について分析を行なった。その結果，

A. 顎口腔機能正常者について

1. ガムの硬さの影響

a) 阻H爵運動では，ガムの硬さの増加にともない，閉口相時間，岐合相時間の延長，関口および、閉口

最大スピードの増加，関口量の増加 開口路の前方への偏位閉口路の前方および阻鴫倒への偏位

の増加が認められた。

b) 阻H爵筋活動では，ガムの硬さの増加iとともない，被験筋全てにおいて活動量の増加が認められ，

両側の佼筋，側頭筋前部，側頭筋後部ではさらに筋放電の時間的要素の変化が認められた。

2. 阻鳴運動と岨H爵筋活動の関連性

閉口相時間は全ての閉口筋の筋放電開始点，筋放電終了点，筋放電持続時間および非岨E爵側側頭筋

後部の筋活動量と関連性がみられた。校合栢時間は全ての閉口筋の筋活動量，筋放電終了点，筋放電

持続時間と関連性がみられた。最大関口スピードは，両側の佼筋および側頭筋前部の筋活動量，筋放

電開始点と関連性がみられた。関口路の偏位量は，非岨日爵側の側頭筋前部および側頭筋後部の筋活動

量と関連性がみられた。関口最大スピード，関口量，関口路前後的偏位量は顎二腹筋前腹の活動量と

関連性がみられたが筋放電の時間的要素との関連性はみられなかった。

B. 顎口腔機能異常者について

1. ガムの硬さの影響

a) 阻H爵筋異常者群では主として岨H爵筋活動および、閉口への影響において正常者との差が認められ，

その傾向は硬いガムにおいて著明であった。

b) 顎関節異常者群では主として阻H爵運動および、開口への影響において正常者との差が認められ，ガ

ムの硬さによる傾向の差は少なかった。

2. 岨鴫運動と阻H爵筋活動の関連性

a) 阻H爵筋異常者群では閉口相時間，校合相時間，閉口最大スピード，最下方点前後座標，閉口路側

方偏位量の主として閉口に関するパラメータについて正常者群と比較して関連性の減少が認められ

た。

b) 顎関節異常者群では関口最大スピードと顎二腹筋前腹の活動量の聞の関連性の減少が認められた。

以上の結果より，阻嘱運動には岨H爵筋活動の状態が密接な関連性をもって現れており，顎口腔機能異常

者ではその関連性に特徴的な変化が現れることが明らかになった。本研究結果は今後 喧鳴運動分析によ

る顎口腔機能の診査・診断法を確立する上で手がかりを与えるものと思われる。

論文の審査結果の要旨

本研究は，下顎の機能的で、生理的な代表運動で、ある阻時運動において岨H爵筋の活動の変化がど、のように

現れているか，すなわち阻H爵運動と岨日爵筋活動の関連性について評価，検討を行ったものである。
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その結果，岨H爵筋活動の状態は阻鴫運動に密接な関連性をもって現れており，顎口腔機能異常者ではそ

の関連性に特徴的な変化が現れることが明らかになった。本研究の結果は今後 阻H爵運動分析による顎口

腔機能の診査・診断法を確立する上で手がかりを与えるものと思われる。

以上のように，東和生君の論文は，岨H爵運動に関して新しい知見をもたらしたものであり，顎口腔機能

の臨床的な評価法を確立する上で，極めて有益な示唆を与えるものである。よって本論文は，歯学博士の

学位請求に十分値する業績であると認める。
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